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■地域公共交通計画策定に係る方針等について

１．地域公共交通の現状・課題、上位関連計画を踏まえた基本方針等の検討（案）

地域公共交通の課題（案）
（調査結果を反映させて再整理）

①坂や狭隘道路に対応し、市内各所から拠点ま

での移動を確保することが必要

②様々な移動手段の連携・役割分担を図ること

により、多種多様な移動ニーズに対応するこ

とが必要

③まちの変化や新たな拠点整備に対応した交通

サービスの提供が必要

④分かりやすい情報提供が必要

⑤持続可能な公共交通の確保が必要

上位・関連計画

和光市地域公共交通を取り巻く現状・課題

地域特性にみる現状・課題

①駅を挟んで南北に広がり、狭隘道路や起伏が多い

地形に起因する交通課題

②団地等の高齢化による移動課題

③坂・狭隘道路の多い台地部（新倉・下新倉等）の

広い範囲における宅地化による交通課題

和光市の新たなまちの変化、まちづくりの視点

④面的整備の完了により、将来的に人口重心が更に

変化

⑤市内各所における拠点整備

⑥市の上位・関連計画の見直し

公共交通の現状・課題

⑦路線バスの主要拠点間は運行本数・利用者数とも

に多い

⑧コロナの状況も踏まえ、拠点間を跨ぐ長大路線や

利用の少ない路線・区間の見直しが必要

⑨駅周辺や新たな拠点整備に合わせて、交通環境及

びネットワークの改善・見直しが必要

⑩和光市内循環バスは、一定の役割を果たしている

一方で、利便性・効率性に課題がある

⑪市内には、駅・バス停まで遠い・坂があるエリア、

本数が少ないエリアが存在

第五次和光市総合振興計画基本構想

■将来都市像：みんなをつなぐ ワクワクふるさと 和光

■市民生活の：視点①：日々の生活の基盤が整っている（目標像２ 安全かつ快適に移動できる）

目標像 視点②：それぞれのライフステージを充実させる

視点③：心豊かに、満足度の高い生活が送れる

■基本戦略 ：①和光市駅周辺の魅力の向上 ②市庁舎周辺の賑わいの創出

③環境に配慮した清掃センターの更新 ④地域公共交通の充実

⑤子どもたちや子育て世代の支援 ⑥高齢化への対応

⑦和光北インターチェンジ周辺の活性化 ⑧地域コミュニティの再醸成

和光市都市計画マスタープラン 全体構想（案）

■基本理念：より安心、より快適なまちづくり 〜みどり豊かで暮らしやすいまちを求めて〜

■将来都市像：心和み、光輝くまち ふるさと和光

■まちづくり：①安全・安心（高齢になっても住み慣れた地域で暮らし続けられる）

の目標 ②生活（快適な生活が送れるとともに、健康で、働き続けることができる）

③移動（市内には狭隘な道路や急な坂があり、運転免許証を返納した高齢者な

ど交通弱者の移動の確保をはじめ、全ての市民にとって移動の自由が

確保される）

④経済成長（和光北 IC周辺において、交通利便性を活かした産業拠点の創出）

⑤デジタル技術（データを活用したまちづくり）

実態・ニーズ把握調査の結果

基本的な方針及び目標（案） 目標達成のた

めの具体施策

路線再編

（ 路 線 バ

ス・市内循環

バス）

多様な移動

サービスと

の連携

（新たなモ

ビリティ、タ

クシー、シェ

アサイクル、

送迎バスな

ど）

情報提供、利

用環境

交通空間・運

行環境

（駅周辺、道

路空間など）

○市民アンケート

○公共交通利用者アンケート

○民選委員等アンケート

○関係者ヒアリング など
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【基本的な方針】

Ø 全ての市民の移動の自由確保

Ø まちづくりと連携した地域公共交通

Ø 多様な移動による地域活性化

○運転免許証を返納した高齢者など交通弱者の
移動の確保

○若者や子育て世代も移動しやすい交通環境
○来訪者も迷わず移動できる交通環境
○市民・交通事業者等と共につくる公共交通
○まちの変化や新たな拠点と連動した公共交通

【計画の目標】

①利便性の高い地域公共交通軸の維持充実

②拠点までの市内短距離交通の充実

③公共交通の空白・不便エリアの解消

④多様な交通サービスの有機的な連携

⑤誰もが迷わず分かりやすい情報提供

⑥交通サービスを提供するための基盤整備
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２．市内公共交通ネットワークの基本的な考え方
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■路線バス：既存路線を活かした運行 市内拠点を結ぶ効率的な運行

■市内循環バス：小型バス車両による効率的な運行

○1周40～50分以内の小循環ルート（パターンダイヤ）

○利用状況を考慮したバス停や区間の見直し（市街化調整区域や公共施設を巡るルートの見直し）

○適正な運賃の検討

■市内循環バスの運行から外れるエリア

○道路状況から小型バスが運行できないエリアは車両のダウンサイジングを検討

○ルートから外れる区間への対応（新たな交通サービス等）の検討

【市内バス路線等のネットワーク案】

交通拠点（候補案）

主な路線バス網

６ｍ以上

６ｍ未満
幅員別道路
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※バスによるカバー地域を停留所から３００ｍ以内として表示しています。

路線バスの停留所から３００ｍ以遠、市内循環バスの停留所から３００ｍ未満の地域

路線バスのほか、市内循環バスの停留所からも３００ｍ以上離れている地域

【参考：市内バス路線網の現状】

循環バスのみによるカバー地域※

循環バスの停留所からも遠い地域※

６ｍ以上

６ｍ未満
幅員別道路


